
平成 23 年第 2回定例会（一般質問） 

 

○議長 横尾 武志君   

 ６番、田島議員の一般質問を許します。田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 ６番、田島憲道です。通告書に従って一般質問させていただきます。 

 まずは１件目の防犯対策の取り組みについて。 

 今年度の施政方針の中で、町長は、主要な施策の概要の第２項目目に、「安全で安心して暮ら

せるまちづくり」を挙げています。防犯や交通安全対策について、住民の協力を得ながら運動や

啓発を進めていくとあるが、防犯対策への現状と今後の取り組みを尋ねます。 

 ２件目、省エネ対策について。九州でも原子力発電の一時停止による影響で、この夏は電力不

足に陥る懸念があります。玄海や川内両原子力発電所の３基の運転再開が不確定なまま暑い夏が

やって来ようとしています。 

 佐賀県知事の政治判断にゆだねられている状況の中、九州電力によれば、先日の報道で、火力

発電を確保することで８月上旬までは安定した供給をできるとの見通しを発表しました。大口事

業者に対し、１５％の節電を要請してきましたが、数値を出さずに節電を呼びかけると言いかえ

ております。私たちは、日々刻々と変わる説明に振り回されず、町有の施設、役場、各事業所、

家庭に至るまで節電に心がけ、いざというときに備えておくべきだと思います。 

 そこで町民に対しての節電意識がいまひとつ浸透していないように思います。省エネ対策につ

いて、町の取り組みをお尋ねします。 

○議長 横尾 武志君   

 執行部の答弁を求めます。総務課長。 

○総務課長 小野 義之君   

 田島議員の一般質問の件名１、「防犯対策の取り組みについて」、お答えしたいと思います。 

 要旨の中では、「町の防犯対策の現状と今後の取り組み」ということでございますが、学校や

地域など多岐にわたって取り組んでおりますので、私のほうでまとめて回答させていただきます。 

 安心安全まちづくりとは、行政、警察、町民等が連携し、町民運動として取り組むことにより

まして、町民が生命、身体または財産に対して危害を受ける不安を覚えることなく、安全で安心

して暮らすことができる地域社会を形成することでございます。そのため、町ぐるみで連携する

ことが極めて重要であることから、関係機関及び団体相互の連絡調整を図る目的に、芦屋町防犯

連絡会議を設置しております。 

 防犯対策の現状ですが、まず自治会組織などによりまして、夜間の巡回活動、それからあいさ

つ運動等を毎月行っております。また青少年を対象とした取り組みとしては、青パトを活用して、

小学校の下校時間にあわせて週２回、通学路を中心にパトロールを行っています。 
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 さらに、町民会議と連携しながらの街頭指導や、青少年問題協議会では、不審者情報の提供や

学校の長期休み期間中に青パトでの夜間巡回などを行っております。 

 また、芦屋町暴力団等排除条例を制定しまして、平成２２年４月１日施行しております。あわ

せて芦屋町と折尾警察署が暴力団排除措置を講ずるための連携に関する協定書を締結し、暴力団

員及び暴力団関係者、または暴力団等を、町が実施する入札に参加させないなどの措置を講じて

おります。 

 今後は、自らの安全は自らで守る、地域の安全は地域で守るという意識を基本として、町民、

それから事業者等及び土地建物等所有者が、本町における犯罪事故及び災害を未然に防止し、町

民が安全で安心して暮らすことができるまちづくりを推進するための条例制定に取り組んでまい

りたいと思っております。 

 交通安全に関しましては、町民の安全意識により支えられることから、町民自らが交通安全に

関する意識改革が重要であると考えています。例年、春と秋の交通安全県民運動時には、早朝街

頭指導、広報及び公用車による啓発、街頭キャンペーン、交通安全ポスター掲示などにより実施

しております。 

 今後も交通事故のない社会を目指すために、「交通事故を起こさない」「交通事故に遭わな

い」という意識を高めるための全国及び県民運動にあわせて取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 環境住宅課長。 

○環境住宅課長 入江 真二君   

 それでは、件名２点目の「省エネ対策について」、お答えいたします。 

 九州電力では定期検査中の玄海原子力発電所２号機と３号機の再稼働がおくれております。こ

の代替の火力発電所の燃料が十分に調達できない場合、最大１５％の節電を求める方針というも

のを表明しておりましたが、先日９日の新聞には、８月上旬までの火力発電用燃料を一定程度確

保したということで、夏場の節電について要請を先送りするという方針を表明しております。 

 今後の燃料確保状況や原発再開の見通しを踏まえ、６月末までに夏場に本格的な節電要請が必

要かどうかを含めて判断すると九州電力では発表しておりますので、関東地区との節電に対する

取り組みの意識というのは、九州のほうではかなり差があるのではないかというふうに判断し、

感じております。 

 しかし、猛暑などで電力需要が大幅に変動する可能性も残っており、町としても公共施設の節

電及び省エネに取り組み、また住民の皆様に対しても周知啓発が必要と考えております。 

 町では今夏の節電対策としまして、節電対策検討委員会、係長１０名で立ち上げております。
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現在、２回ほどの会議を取り組んでおりますが、各所属施設ごとに取り組み事項について協議を

開始しております。 

 具体的な取り組みについては、庁舎の設定温度を２８度に徹底する、庁舎内照明の間引き及び

昼休みの消灯、グリーンカーテンの設置、それとノー残業デーの実施、それとエレベーターの利

用を控え、階段利用の推進、温水便座の停止に取り組み、照明器具のＬＥＤ化につきましては、

その費用対効果等の検証等のため引き続き検討が必要と考えております。 

 なお中央病院及び浄化センターについては、独自の取り組みになろうかと考えております。 

 また取り組みの目安としましては、前年同月の電力使用量と比較して、取り組みの効果の確認

をしたいというふうに考えております。 

 また住民向けには節電のお願いを７月１日号の広報及びホームページにより行います。この節

電についての実施時期ですが、７月からということで協議会、検討委員会を立ち上げております

が、各所属でできるものについては随時取り組む予定でございます。またその節電の数値目標に

つきましては、九州電力が具体的な節電量を示していないため、町としても現在のところ具体的

な数値を設定しておりません。それでも例年に比べてさらなる節電に取り組むこととしており、

九州電力の今後の節電要請によっては新たな数値設定も必要と考えております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 それぞれのご答弁ありがとうございます。では、防犯対策についてから始めたいと思います。 

 自治区の皆さん、ＰＴＡの活動には本当頭が下がる思いなんですが、さまざまな活動をされて

いるということを理解いたしました。芦屋町では、少年の不良行為である補導や、少年犯罪の検

挙も大変少ないということを、それぞれのそれは活動の成果であると思っております。 

 また街頭犯罪と言われるようなもの、自転車泥棒ですね、あと空き巣、自販機・車上荒らし、

ひったくりなど近隣に比べると大変少ないということです。 

 先日、今年度の第１回芦屋町青少年問題協議会が開かれました。私は議員として委嘱を受けま

して、会議に参加してきました。折尾署から少年課長が見えてまして、芦屋町は街頭犯罪という

もの、軽犯罪というものでしょうか、これ芦屋町は大変少ないということをお話しされまして、

福岡県は飲酒運転の検挙率や発砲事件、全国で何でもワーストらしいんです。その中でも県内で

も折尾署管内は、犯罪発生率が高いということです。その中で芦屋町は低い、特に低いというこ

となんです。統計上は芦屋町の治安は安全だという状況でありますが、しかし実際はそうだとは

思っておりません。 
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 街頭犯罪という位置づけに当てはまらない、それ以上の凶悪な犯罪、例えば薬物の使用、恐喝、

詐欺、暴行、傷害、先週殺傷事件がありましたが、これらなどは街頭犯罪に含まれていないんで

すよ。それらを芦屋町では発生件数、実態、年度別での件数や事案を役場としては把握、確認し

ておりますか、悪質な犯罪なんです、お聞きします。 

○議長 横尾 武志君   

 総務課長。 

○総務課長 小野 義之君   

 ちょっと今手元に折尾署のほうから地域安全情報ということでいただいておるものがございま

すが、これに基づいてご回答させていただきたいと思います。 

 平成２２年１月から１２月の芦屋町としましては、折尾署管内の一応これで凶悪犯罪でいきま

すと強盗が７件に対して芦屋町では１件、あとは先ほど言われた痴漢とかいうのは３８件で２件

ですね。あとは自動車盗犯が８７件ございまして芦屋町は７件と。こういったいろんな車上ねら

いとかを含む合計で見ますと、管内で１,６１６件のうち芦屋町は７７件というようなデータを

いただいております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 そちらのほうもぜひ啓発に力を入れていただきたいと思います。 

 私は芦屋町の商店街の入り口で飲食店をやってます。比較的遅くまであけているんで、いろん

なことが起こっているのを感じます。若い人が顔面血だらけで助けを、店に助けを求めに来たこ

ともありますし、店の空調の室外機を壊されたこともあります。一度ではありません。最近も選

挙中にありました。そして、よそでも泥酔者がシャッターをけ飛ばして防犯ブザーが鳴り響いた

り、店の看板をけ飛ばしたりというのは、これは器物破損ですね、これしょっちゅうあってます。

けんかもしょっちゅう起こっています。そのたびにパトカーが来まして仲裁に入って対応してい

ます。芦屋町は以前と違って静かな商店街となっておりますが、器物損壊などのお酒を飲んでの

けんか、もめごとは大変多いいんじゃないかと思います。こういう実態は現場の警察官の日報に

上がっても統計上には上がらないということなんですよ。 

 そこで、現在芦屋町には交番が１カ所、緑ケ丘にあります。ここはいつも不在です。ご存じで

しょうか。そういう苦情は町に寄せられていますでしょうか。苦情が届いているなら、警察や県

警や福岡県警や折尾署に常駐を要望したことがあるのでしょうか。そして、山鹿の方はどうなん

でしょうか。以前は駐在さんがいましたが、今年も拾得物やら自転車の乗り捨てなどの届け出な
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どは警察官にお世話にならないのでしょうか。僕は不備を感じているのではないかと思いますが、

お聞きします。 

○議長 横尾 武志君   

 総務課長。 

○総務課長 小野 義之君   

 芦屋交番、常駐されていないということでございますけれども、住民、町民の方から、いない

のでどうかしてくれというような苦情等は総務課のほうにはあっておりません。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 これは警察官の人員が足りないということなんですね。芦屋交番は水巻町の交番とかけ持ちで

やってます。芦屋町は統計上事件が少ないと、安心して暮らせるから忙しいところに人員を配置

するということでしょうか。 

 しかし、それは違うと思うんですよ。現場のお巡りさんに聞いてみれば、これ常駐したいと。

しかし、人出が足りないんだと言うんですね。特に水巻は、最近大型スーパーが幾つかできて、

警らやら万引きの処理がこれは大変だというんですよ。１日に万引きが３件もあれば、１回につ

き３時間の処理にかかっていると。それで芦屋まで手が回らないというところが実情だと聞いて

います。 

 ここは芦屋交番に常駐していただけるような要望を県に出していただけないかと思います。本

来なら地域に根差した、区の行事ごとに顔出してくれる駐在さん、駐在所が芦屋の町には適して

いるんではないかと思うんですが。 

 それと商店街の話に戻ります。２年前になりますが、ひき逃げ事件がありました。いまだ犯人

が見つかってません。最初に言いましたように、けんかや酒の上での行き過ぎた暴力事件などが

頻繁に起きているんですよ。芦屋町は基地を抱える町として、あれだけたくさんの若い方たちが

厳しい訓練に耐え、業務についています。彼らが安心して食事に出かけるということは、この環

境づくりのため安全防犯対策をしっかりやっていただきたいと思います。 

 それと先週までブルーインパルスが来ていました。彼らの主な任務は自衛隊のＰＲ、広報活動

です。訓練の後、しっかり町に繰り出し、ファンというんですかね、交流や親交を深めていまし

た。それを知っている方たちがいて、僕の店でもいつ来るかわからないのに今か今かとずっと待

っているんですよ。聞いてみたら、福岡県内遠方から来ていると言いますね。ブルーのクルーた

ちが芦屋の基地で訓練しているということで、経済的に波及効果は僕はあってると思います。彼
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らも、プライベートなのに気軽にサインに応じたり話したりと本当感心してます。来月も芦屋基

地での訓練を予定しているとかで、彼らが滞在中にトラブルに遭ったりすれば、これはもう大変

なことです。外出を控えるようなことになれば、これはまたいつもの変わらない寂れた芦屋のま

まであると思いますね。 

 僕は、いろんな意味で交番の常駐を求め、無理なら商店街、入口とかで駐在所、駐在さんを要

望します。それが難しいというんなら、犯罪防止力の強い防犯ビデオ、防犯ビデオを商店街の入

り口数カ所に設置できないだろうかと思います。防犯ビデオはたしか競艇場に設置していると思

います。 

 近隣では、それぞれの駅や駐輪場、保育所などに施設に設置していると聞いています。今まで

警察と協議の中で、商店街などの人が集まるところに事件やトラブルの多いところに防犯ビデオ

の設置について協議があったり説明を受けたりしたことはありますか、お伺いいたします。 

○議長 横尾 武志君   

 総務課長。 

○総務課長 小野 義之君   

 防犯ビデオに関しては、折尾署のほうからも要望として町としてそういった商店街などにつけ

てもらえんかなという要望はあっております。ただ、現実まだそういった具体的なものはちょっ

と計画として町としても持っておりませんし、こういったことは予算とか補助金とかそういうの

を含めてとか、あと場所ですね、場所等の問題もあるかと思います。防犯ビデオつけて、あとま

たそういったことで監視されるとか、そういったことも考えられる方もおられるんじゃないかと

思っておりますので、そういう部分については、十分協議した中で調整してまいりたいなと思っ

てます。 

 また、交番のいろいろ駐在さんの件もいろいろ議員さん言ってありますが、一応これについて

も当然警察のほうとそういった考え方については調整してまいりたいなと思っております。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 防犯ビデオについては、コストパフォーマンス──維持費のことですね、それとまた言われま

したようにプライバシーの問題をよく問われますが、銀行のＡＴＭやコンビニにあるような数カ

月間記録を保持するようなやつじゃなくて、僕が提案したいのは、最近で言うと早良商店街に数

カ所設置されたというのを聞きまして、これは１週間ごとに上書きしていくんですよ。事件が発

生すれば記録媒体を取り出して検証するというものです。これなら問題はまた維持管理分、コス
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トの面でもクリアーできると思いますが、それぞれ皆さんにご検討いただきますようよろしくお

願いいたします。 

 以上で、防犯対策について質問を終わらせていただきます。 

 ２つ目の省エネ対策についてです。 

 この夏の猛暑いかんにより、九州電力管内で供給不足が生じ、突然の停電や各家庭においても

節電要請をお願いし得るような事態になりかねない状況です。本庁舎では、数年前に行われた大

規模改修工事により、いち早く省エネ対策に取り組み、一定の効果を上げているということです。

省エネタイプの空調機ですね。あと耐用年数が来た公用車をハイブリッド車に導入するなど、ま

たクールビズや冷暖房の温度管理は既に徹底してやっているんではないかと思っております。夏

の間、暑がりの僕にとっては、２８度設定はちょっと息苦しいかなと思っております。皆さん大

変だなと思ってますが、このたびの大震災で原発事故が起こってはそんなことを言ってられない

状況だと思います。 

 今現在、さらなる省エネ、節電対策を求められていると思います。これはやらなきゃいけない

と思いますが、このまま原発が再開できず、火力発電に頼ることになれば、九電も燃料費がかさ

んで電気料金の値上げは避けられることはできません。再開できたとしても関西電力への供給を

援助したいというから、いつ何時電力不足が起きるかわかりません。どっちにしろ省エネ節電を

心がけていかなければならないと思います。 

 東日本各地では、既に大手事業所や役所がいろいろな取り組みを始めています。報道でご存じ

だと思いますが、スーパークールビズ、ウルトラクールビズというのも出てきました。短パンに

サンダル履きは節度ある服装としては疑問に思うところですが、稼動営業時間の短縮やサマータ

イムを実施したところもあります。在宅勤務もありますね。電力需要の少ない夜間操業の増加や、

逆に需要の少ない曜日に創業したり、そしてさらなる空調の温度設定の見直しや消費電力の少な

い製品、ＬＥＤの導入の着手を始めました。民間業者は本当、動きが早いと思います。 

 遠賀郡近郊でも公共施設の節電対策を強化したと。岡垣町もこの６月から月１度ノーマイカー

デーを実施すると、実施したということです。また庁舎のＬＥＤ化についても現在総事業費、年

間の削減電力を算出し、年次計画でＬＥＤ化を進めるべく取り組んでいると聞いております。 

 また水巻町では、今年度庁舎省エネ改修事業として、公用車駐車場に太陽光発電装置を設置し

ます。これは県の地域グリーンニューディール基金という地球温暖化対策の推進にかかる事業の

枠で８割方の補助で設置されます。同時に、庁舎内部の、庁舎内の一部をＬＥＤに交換する予定

としております。この補助金は、遠賀町も昨年庁舎省エネ改修事業として活躍しております。そ

して北九州は、先週に節電対策推進本部、立ち上げました。７項目の対策を実施すると申し合わ

せがありまして、その中に自販機の消灯や照明の間引き──芦屋町も一緒ですね、これ──即日
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これ、即日実施されたということです。そしてやはり発光ダイオード、ＬＥＤ化が含まれていま

す。芦屋町でも近郊の例を参考にしながら、この県の先ほどの補助金を有効に利用して、さらな

る省エネ対策に取り組んでもらいたいと思います。 

 その中で、各家庭やそれぞれのオフィスで照明器具にＬＥＤ採用すれば、消費電力を大きく減

らせるといいます。ましてや、この庁舎内や競艇場、マリンテラスなどでこの各施設ではどうで

しょうか。総事業費や費用対効果などの算出に着手しているのでしょうか、お尋ねします。長く

なってすみません。 

○議長 横尾 武志君   

 副町長。 

○副町長 鶴原 洋一君   

 ＬＥＤの件につきましては、今議員言われたように、遠賀町でも岡垣でも取り組もうというふ

うな形でやっております。芦屋町にとっても、ＬＥＤ化というのは重要な問題だと考えておりま

す。 

 したがいまして、今後はまだまだ若干価格の問題、それから機器を全体的に取りかえんないけ

んようなところもございまして、今後研究をしていきたいと、このように考えております。 

 以上です。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 ここは早急に取り組んでいただきたい課題だと思います。ＬＥＤを使用した場合の削減率、具

体的な数値目標を計画する実施計画とか、これを示していただきたいと思っております。まず町

が率先して節電を、省エネを推進して、町民の手本にならなければならないと思います。夏の電

力危機はそこまで来ていると思います。遠いところの話ではありません。 

 このＬＥＤは、果たしてどれだけの効果があるのだろうか、町民も疑問を持っているかもしれ

ません。ちょっと調べまして、例えば６０ワットのダウンライトをＬＥＤにかえると消費電力は

６ワットで、９０％減といいます。各家庭やオフィス、ＬＥＤを導入することで全体的に６０％

から８０％電力が削減できると言います。ＬＥＤは先ほどまだ高価だと言われましたが、現在価

格下がってきておりまして、メーカー品で２,０００円切っている価格で販売されているといい

ます。しかし、まだ我々庶民にはまだ少々高いものでありますが。 

 各家庭の話をちょっとしたいと思いますが。この夏予想もしない猛暑になれば、特に夏休み、

家庭でのエアコンの使用状況のピーク時に、１３時から１６時に突然停電になるというおそれも

あると研究機関の調べがあります。これ関東の話じゃありません。 
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 最近の電化製品、性能、本当著しく改良されているようなのあります。２０年間のエアコンの

電力消費で言うならば６０％、冷蔵庫は８０％を削減されるといいます。エアコンや冷蔵庫を買

いかえれば、電力消費は３分の１減ります。２０年前の冷蔵庫を使われている方なら３年で元が

取れるというような計算がありまして、またほかに窓を二重窓にするのも省エネ対策の一環だと

あります。 

 これらに町として、助成金を出してみる考えはありませんでしょうか。商工会の商品券使って

町内業者の景気浮揚、買いかえ特需を促す、つくり出す、このようにちょっと提案してみたいと

思います。よろしくお願いします。いかがでしょうか。 

○議長 横尾 武志君   

 町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 既に商工会には、補助金、いわゆる地域振興券の補助金を出しておるわけでございます。こう

いう節電に関して、それをまた上乗せしたらどうかというご提案なんですが、一応ちょっと今こ

こで、「じゃあ、します」とかどうですかと。全体的な先ほど課長が答弁いたしましたように、

節電対策検討委員会、これは庁舎だけでなく、全町挙げてという形の中でやっておりますんで、

その中で検討したいと思います。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 田島議員。 

○議員 ６番 田島 憲道君   

 ありがとうございます。私たちは、この未曾有の大震災を経験して、どのようにして国に協力

ができるのでしょうかと常日ごろ考えるんですが、午前中川上議員が質問であった、自然エネル

ギーを最大限に利用するというのもそうだと思います。町長は、現在のところ普及は難しいと言

われてましたが、芦屋町に太陽光パネル発電所の誘致や、最近では洋上での、海の上での風力発

電所も、これは芦屋町の海岸の特色を生かして、また雇用対策の上でも面白いと思います。 

 再度言いますが、国家の存亡の危機的状況にどのようにして国に協力ができるだろうか。ここ

にいるだれもが、皆さんが今すぐ被災地へ復興支援に、がれきの撤去や被災者に対してのケアな

どのボランティアに飛んでいきたいと思っている人ばかりだと思います。しかし、それがかなわ

ないでいる。そうなんですよ、僕もそうなんですが、それぞれ皆さん背負っているものがあるん

ですね。家庭があったり、住宅ローンがあったり、また離れることができない職場など、飛んで

いきたい気持ちは皆さん一緒だと思います。今被災地から遠く離れた私たちに、この地方におい

て私たちができること、一番求められていることはスピード感を持った施策と実行力です。原発
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の安全神話は崩れ去りました。脱原発の機運の中、省エネや節電に心がけ、自然エネルギーの推

進に芦屋町の活路を見出す、町長、いかがでしょうか。最後の質問です。 

○議長 横尾 武志君   

 町長。 

○町長 波多野茂丸君   

 いろんな私も首相がサミットで「１,０００万戸の太陽光発電」という発言をされました。唐

突、何か根拠があるんだろうなと思ったら、担当大臣も知らなかったということで、後でいろい

ろなことが出てきて、全国に１,３００万戸ぐらいの家があると。結局何を根拠に１,０００万戸

って、この根拠が全然出てきてないと。 

 それから太陽光というのは、いわゆる稼働率、原子炉と比較してあったんですが、雨の日もあ

れば曇りの日もある。稼働率の問題で対原子炉１個に対してどのぐらいかというそのそういう問

題で出てきたんですが、じゃあ１軒につき、太陽光発電つけるのに、１軒の家に何か２００万か

ら３００万円かかるという数字、金額も出ております。じゃあ、そのお金どこから出てくるのか、

財源というのは全然明示されていない。だから、川上議員の質問にも法制化全然されていないと。

言葉だけが、気持ちだけが、今田島議員が言われることはごもっともだし、皆さんそう思ってお

ると思います。ただ、言葉が一人で走っている。マスコミが一人で、マスコミが勝手に報道して

いる。財源の裏づけが何もないで、さもやるというような形で報道されておるわけでございます

が、その辺よくやはり我々行政とすれば、その辺の財源の裏づけというものをやはりよく検証し

ないと、安いものではありませんので、その辺よく今後の情勢を見極めて、判断していきたいと

思いますので。 

 以上でございます。 

○議長 横尾 武志君   

 以上で、田島議員の一般質問は終わりました。 

 


